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うという、 毛主義者のいつもの企てと必ずしも同じではない。 あらゆる点から会して． との

キャγへーンは、 国内の状啓K不満念者K対する大規模な政治粛清をかζなうための一種の

カムフラージュとして展開されようとしている。

周恩来は. 1 9 7 3年8月の中国共産党1・全大会への報告のなかで、 「林彪反党集団は一

層りκすぎず． 全党. �軍、 全国民のなかで極度K狐立してお、p、 大局に はなんの影響もな

ν、」とのベた。

とζろが卜全大会のl年半後の1 9 7 5年2月の紅旗誌けいさ いの論文「プロνタリア独

裁の建論をし っかりと学びとろう」は 「林彪良党集団は1つの階級であり、 そ の集団がつく

られる渚級的念根と社会的必縫があったJとまったく正反対のζと合いっている。

眺文元論文や中国紙の他の資料がはっきり不しているようK、 毛沢東グループの最大の悩

みの種 は、 「文化革命Jとその結果や政治 ・ 伴. ffiの不安定． 中国の軍国化K対する国民の不

r筒の戸である。

ぞとで「7 • 8年過ぎてホまだ文化革命を湾解しない連中を見つける」ζとが、 当面の重

！乱深祖にかかげられている。 新キヤ ンペーγの展聞にかんする「毛沢東の指令_l vc.述べられ

ているとな夕、 とういうゃからを「労働者階級のなかや党員の一部のなか、 プロνタリア｜浴

中：｝�や機関の工作嬰員のなかから」探し出さねば念らないのである。

イ〈必分子のii傑索」はすでに始建ったυ そして誠実な党員や勤労者会迫害する校がまた1

つ始まった。 if"ij報道（〈よゐと、 そのためK「社会調査Jのグループや隊がつくられている

という。 ζのような名称の災K何がかくされていゐかは、 「文化革命」の経験が示している

(AP N ) 

「8年ぶりの北京の印恥
東京外国語大学助教授 中島嶺雄一」

く脱政 治ムードの 北 京〉

私は今年の1月からモンゴjレから中国へ入浸し、 集寧一大同一張家口を経て8年ぶりに北

京K入った。 8年前の文化大革命当時K比べれば． 北京は非常K落ら着い．ている。 服務員の

確度左ども、 かつての ”わざとらしい親切さ”はなくなって、 われわれが見ていようといま

いと暇があればトラソプK興じている。 また、 どとを見ても毛沢東需録を読んでいる犠チな

どまったくな〈、 ｜批林批孔」運動党学脅している光景Kも一度も出合わなかった。 そして

中国の変化は汽車の沿線からも感じられた。第1、 スローガγ一毛沢東万歳、 中国共産党万

歳がめっきり少なくなり、 明らかK会タ消されたあとさえみえる。 「東方紅Jであるとか、
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「大梅航行ゐ舵手Jとかいった毛沢東讃歌もほとんどヰKし左い。

北京の市内の雰囲気は． 明らかκ脱政治で、 かつての紅衛兵はいまやたんなる模範生であ

り、 いわばボディスカウ卜、 ガーjレスカワトのようなものK念っている。 衝の目扱き通りは

確かに美観があ夕、 市場の商品も豊富で、 自転車なども新しいものが増えている。 北京の近

郊農村κは至るとζろで耕転機が動いていた。 着ている人民服もとぎつばタ してきれい念も

のKなっていゐ。 ぞれと同時κ、 8年前Kは見かけなかった手鼻をかむ入、 疾を はく人が議員

法多くなっている。 自動車の増加とともK、 香港の街角のようK交通道徳が乱れ． 交通事故

も増加している。 つまり北京の表情は、 すべてκ平常化しも 同時κ「政治第1 J 、 「政治突

出Jという雰閤気はまった く在くなりつつあるという印象を受けた。

しかし、 同時K北京Kはもう1つの表情がるる。 まず衝の表情κしても表と盛があるわけ

で、 その袋街表情と表との断絶は極端であ夕、 発展の遅れは相当のものである。

私は今回、 その袋街Kも 何聞か足を踏み入れたo f?IJえば、 北京駅は大変立派だが、 その駅

前の朝陽門南小衝だとか、 前門外の小路だとかは、 いかKも古〈、 きたなく、 共同使所の匂

いありで、 強いレ ョ ックを受けた。

招待で訪中するなえらいさんが、 北京飯店κ泊タ人民大食堂で要人と会い、 万里の長城、

明の十三l段、 一、 二の人民公社等を回るという訟きまりのコースをたどって、 そとだけから

みれば、 確かに中国は労働文明社会というようなととKなるかもしれ左いが． むしろ素顔の

中国は、 中凶自身がいっているようvc. まだ完全な発展途上国なのである。

ζうしf’断絶：究、 イロ］も街の保子だけではなく、 例えば、 人民大会堂で今回も繰り広げられ

たるの政治的なドラマの世界と、 一般大衆レベルの世界とのあいだKも横たわっている。

く中南海一帯は厳戒体制〉
r 

1月1 3日から1 7 日までの5日閥、 人民大会堂で闘かれた第4期全国人民代表大会（全

人代）は、 事後知らされた 。

とζろで、 一般市民Kとっては、 全人代といっても全然別の世界のととである。 愈佳が制

定されたからといってそれを信じて読む民衆が一体何人いるかというととを考えると、 日本

の新聞は相変わらず大騒き’したが内 中国vc i>＇いて憲法とは毛沢東もいっているようK「根本

的大法」なのであり、 むしろ一種の政治的な宣言Kしか過ぎないのである。 第1、 「人民日

報」などを読む人も3 0 0人vc 1人ぐらい乏のだから、 「批林批孔J運動といってもその

「人民日報」や「紅旗」だけを見ているとなKか中国全民衆のものであるかのようK錯覚κ

陥るが、 そんな雰閥気は全くない。 最近ではζの「批林批孔J運動の論調がきわめてスコラ

的左蹟末主義Kな夕、 当初の性絡を大きく変質させてきているζとも事実・である。

もう1つ現象面からいうと、 例えば、 北京では今日でも博物館類は一切立ち入b禁止であ
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る。 革命博物館． 歴史博物館． 軍事博物館、 中倒美術館、 北京｜泊書館念ど・・・・一。 さらK北海

公園、 策山公園、 なども＼］；人り禁止であり、 北tut vc.かかる橋κは全部鉄柵がしてあ夕、 番兵

が3 0米主FきK立っている。 ζれらのとζろから毛沢東らが住んでいる中南海が見え、 ある

いはそζK隣接しセいるからKほかなら左い。 ζうしと現象面を東京Kたとえれば、 皇居が

中1有海とすると丸の内のピlレ街、 日比谷公閣といった あたりが 全域Kわたって立ち入タ禁LI-_

で鉄柵がめぐらされ番兵が立っているというふうκ考えてよい棋である。 もし東京がそうで

あるとすれば、 たちまち世界の大ニュースとなるととは明違いない。 とζろが中国となると、

肝心のζとが何1つ臼本κ伝わってとないとい内現実がζζKもあるのである。

ζうした中国社会の断絶、 2つの顔． 素顔といったjj1を十分K弁えたtで中国のζとを考

えると、 今回の全人代がもついろいろな問題が自から判明してくるのではないだ ろうか。

く迫力 の な い北京か ら の 報道〉

私は北京滞在中、 幾つかの状況証拠Kよって全人代の開催が追っているζとが分かってい

fし

まず第1 vc. モγプjレから門車で国境を越える時は、 1等寝台車が1両しか左 かったのが、

それが北京K着いた時は2両K左っておP夕、 それκは地方幹部らしい人が沢山乗っていて、

北京駅頭K降夕立った。 吃して北京では臼本大他館を通じて、 香港代表が既K来ているらし

いというζとも耳Kした。 さらκ民族飯店の日本商社員の引ヲ越し、 友誼賓館への地方代表

の入館ーーこれは私の教えf二や友人たら日本人常駐者の話しから分かったととである。 人民

大会堂の周りの番兵の増加。 さらK外国人はほとんど行かない旧鼓倭大街Kは ”第4期金人

代の開催を迎えよう ” というステ ッカー が糊あとも生々しく貼ってあった。 とうしてみると

’やはりそとKは何かあゐぞ、 と考えざるを得なくなる。 とことうで北京特派員の方々 には私の

友人も多く、 今回もいろいろな世話KなっただけK、 一寸申しあげκくいのだが、 私が鼓棲

一帯を歩いてきて守 右のようなステ ッカーを見つけたと話すと、 ある日本人特派員から「鼓

楼ってどとにあるのですか」と質問されたのKは驚い た。

ホっとも北京特派員のあ夕方がいろいろと批判されがらだが、 確かに気の毒な点もある。

例えば、 全人代についてもζれまで何回となく報道しては義切られているので、 またかとい

った感じがある。 それK一般K取材は困難なのたから、 自分の足で情報をとるととをだん だ

んし左くな夕、 また歩いても情報がと れないという実情もある。

従って、・特派員も、 自然と日本人同志の付き合いK限られてくる。 それK若い特派員でも

立派在家陀住み、 シ手伝、 コ ッ夕、 運転手、 助手などを媛っていて、 何がなんでも自分で情

報を得るんだという努力をしなくてもよいようになっている。 とにかく労働力が豊富で安〈、

平均賃金は月6、 7 0元であるが、 日本人はその倍額近くの 1 2 0元から1 5 0元 、 つまP
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2力ー円前後も払って屈ってくれるのだから、 先ノらも岳んでその雇用斡縫を令部外交部か

してくれるわけた。

とうした状況下vc�ゐ北京特派員は、 モスクワ特派員K比べてみても、 どうしてもギリギ

リの切迫感、 臨場感K欠けるととKなる。 モスクワの場合はb為、むね反体制的な視点Kψーつ

記者が多〈、 常κ現体街IJ VC対して ”突っ込んで見てやろう ”という精押が極っているが 北

京の場合は、 ｜中国の俄大さ」κu月以している記者が多いので1-:lみの読者の疑問を代表して

問題点をうがってゆζうとはし念いのであろう。 をの辺のととろが、 ある意味では、 日本で

いわれる 中 国 報 通 の問 題点とな っ て出 て く るのではなかろうか。

く文革派と 実 務 派と の妥協〉

第4矧令国人民代表大会は． 結論的Kいうと、 毛沢東以後への移行期κふさわしい暫定的

念体制が確立されたとみるζとができょう。 もちろん新質事法を見る限夕、 文革路線が散見で

き、 そういう意味では文教派が「名」をとっている。 しかも毛沢東を頂点とする党のーπ的

指噂という形式的融制P制度Kよって、 国家機関が党の中の一行政機関となってしまった。

しかし、 ζうした縦座標K対して、 ；意外Kも実際の人事vc .i:,�いては、 明らかK復権した幹部

たらが大きな墜をつくっている 。 つまり． そζK実務�官僚の大きな壁がある。

しかし、 ジエロントクラレ ー（老人文配体制J ）のlおj唱も未解決であり、 他て前上、 毛沢東

κすべての惟刀が＊：中してしまったたけKも以後の問題が依然、として大きな問趨として残つ

た。

Vともかかわらず、 昨秋以来． 「批林枇孔J ·�動は実質的K変質した 。 ζの巡鋭lはもともと

路線闘争であD 政治権力闘争的な色:f－：をもって発足したものであったが、 それが変質し終

唱しつつある肱IJslは、 そζvc 1つの凝集刀が働いたのである。 その凝集力は何といっても毛

沢東の高齢化、 周恩来の病気といったととろから出てくる将来への不安がもたらす暗黙の合

意である。 もう1つは、 「闘かれた中国」への外圧が ひたひたと押し寄せているという点も

見逃せない 。 もと もと 現 在の体制は、 とうした 一種の 妥協の産物でるって 、 純 情建設の ウ エ

ートがいかK大きいかというとζろからくる実務派体制である。 従って「実」は実務派グル

ープのものとなったといえよう。

とはいっても、 今回の体制が、 一部でいわれているようK毛沢東の権威．の大幅な失墜を意

味するものとは思われない。 毛語録は読まれなくなり、 毛の老齢化は試えないとしても、 中

国人自身が毛の権威の明りを［＼長じていない。 つまり、 毛の老齢化κもかかわらず、 あのjJ v 

スマ的権威は依然、として維持されているのであり、 そうした点を十分本知の上で非毛沢東へ

の道を徐々K進めているのでるろう。 少なくと私周恩来はそういうふうK考えているかもし

れないというふうK考えて街くほうがいいのでは ないか。
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とにかく現在の中園Kは、 2つの断絶した世界があるが、 全般的Kは文革的、 政治観1的

な雰囲気は去り、 経済建設が中，し、κなタつつあるといえよう。

く資 料〉

（講演要旨マスコミ文化誌4 �苦から抄録）

モ ン ゴ ノレ 史 の 偽 造 と の 斗

モンゴjレ ウネン紙論説委員 A ・ チョイジJレジャブ

ソ 連 プラウダ紙ワランパートlレ特派員 V ・ レヤロフ

モγプjレ史上の多くの事実が今日 激烈念イデオロギー闘争の対象となっている。 北京の

歴史偽造家は反動的なブルジ ョア ”研究家 ”と結託してモンゴjレ史を書換え、 モンゴlレ人民

共和国やソ連中央アジア諸共和国の領域． その他の存者地域にたいする領土要求K ‘学術的処

礎” を与えようとしている。

l悟史偽造者たらのさ1'Hてかかると、 モγゴノレ史は中国史の添え物以上の何物でもな くなる。

中蒙1剥係はゆがめられ、 そYプlレ人民共和軍の非資本主義的発展の経験は否定され、 社会

王義建設KふるけるモYプル人民の成果Kドロをぬる試みが行なわれ、 ゾ蒙友貯に低労な中傷

が加えられる。

モンゴノレ人民共和国のイデオロギ一戦線の活動家は、 北京の宣伝Kだんとt又悠を加えてs,�

p、 性史学者もζれK大き〈貢献している。

ウランパートlレで闘かれた第2副モγゴル学者国際大会（ 1 9 7 0年）と ”中央アジア文

明V( ;1;·ける遊牧語民族の役訓 ”国際レンポジウム（1 9 7 3年）で、 モシゴJレの学者たちの

戸は権威と説得力を もって告書いた。 B .レレングィプ、 s ・ 3トツァグドロジ両アカデミー会

員、 s ・ ピjレ. N ・ セjレ＝オジャワ両博tその他の発言は、 反マjレクス主義的な考え方に手

痛い打撃を加えた。

北京がその理論的武器κ採用した彼らの考え)JのひとつV亡、 3 0 0 0年以上にわたって中

央アジア K住んでいた遊牧諸民族が人類文化の創造K加えた貢献を否定する考え方がある。

モシプjレ族は物質文化と精神文化のすべてり来突を中国から借用したのだ．という のが、 その

結論である。

A . P：ォクラドニコフ科学アカデミ一会員 の指導下のソ蒙合同考古学調査隊の， 3年κ

わたる情動は、 とのテーゼが成b立たぬζと を納得のいくようκ示した。 モシゴ1レ人民共和

国領内で発見された段耕文化の跡は 、 独自K発生したもので、 中画のそれとは機本的K遭っ

ている。 遊牧諸民族の精神文化の独自性、 遊牧必民族と隣接諸民族との閣の複雑な相互関係
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